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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【研究プロジェクトの目的と意義】 

本プロジェクトは体腔内面と臓器を被覆する中皮細胞を包括的に捉え、病態形成への

役割、生理機能、腫瘍化メカニズムの解析などを通して、中皮細胞が関連する病態を解

明し、これらの新たな診断法と治療薬を開発することが主目的である。 

中皮細胞は広範な体腔の内面と臓器を単層に被覆している。正常時には分裂像が殆ど

認められないが、何らかの外的因子で増殖し、体腔液の貯留と共に漿膜面から脱落して、

体腔液中の浮遊細胞となる。中皮細胞は、アスベストなどの繊維状鉱物の経気道的曝露

を受けると、特異的に腫瘍化する(中皮腫)。低濃度の曝露を受けると胸膜の中皮細胞が、

高濃度曝露では腹膜の中皮細胞が癌化することが多い。中皮細胞は、癌性腹膜炎・癌性

胸膜炎、術後癒着などの多くの病態形成に関連しているが、そのメカニズムは殆ど分か

っていない。これらの中皮細胞が関連する病態を解明することの医学的意義は大であ

り、本研究拠点を基に、中皮細胞関連病態の解明と新たな診断法、治療薬を開発する。 

 

【プロジェクトの計画の概要】 

本研究プロジェクトでは、胸膜領域、腹膜領域、精巣漿膜領域、滑膜領域、細胞情報

伝達領域、分子病理領域、病態規定因子研究領域、創薬研究領域の８領域からなる「中

皮細胞の研究拠点」を形成し、中皮細胞が関与する病態の解明をすすめ、新たな治療法・

治療薬の開発につなげる。 

本プロジェクトでは、胸膜領域では中皮腫の診断・治療法の開発を、また腹膜領域で

は IFN-γ 阻害物質が術後の腸管癒着を抑制することを明らかにしてきた。本研究拠点

を基に、中皮細胞関連病態の解明と新たな診断法、治療薬の開発を目指す。 

（２）研究組織 

本プロジェクトでは中皮細胞に関わる広範囲のテーマを研究するため、本学の基礎

系・臨床系講座が共同して各領域を担当する研究組織をとっている。 

Ⅰ：研究代表者⇒中野孝司（呼吸器内科） 

Ⅱ：分担領域と研究責任者 

(1)胸膜領域---長谷川誠紀(呼吸器外科)・中野孝司(呼吸器内科) 

       栗林康造(呼吸器内科) 

(2)腹膜領域---藤元治朗(肝胆膵外科)・西口修平(肝胆膵内科) 

中村志郎（炎症性腸疾患内科）・三輪洋人(内科消化管科) 

(3)精巣漿膜領域--山本新吾(泌尿器科) 

(4)滑膜領域------佐野 統(リウマチ膠原病科) 
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(5)中皮細胞情報伝達領域---西崎知之(生理学)・松本成司(呼吸器外科) 

(6)中皮細胞分子病理領域---辻村 亨(分子病理) 

(7)病態規定因子研究領域---若林一郎(環境予防医学)・善本知広(先端研アレルギー疾

患/免疫学) 

(8)創薬研究領域---田中明人(兵庫医療大学薬学部) 

（３）研究施設・設備等 

兵庫医科大学 

9 号館(共同利用研究施設,CO2 インキュベーター等 8名) 

8号館(4F:中皮腫研究施設,セルサーチシステム等5名 7F:消化器内科研究室,バイオク

リーンベンチ等 3 名, 7F 肝胆膵内科研究施設,バイオクリーンベンチ等 3名) 

2 号館(呼吸器内科研究室, 微量紫外可視分光光度計等 5 名) 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

【中皮細胞が関与する病態の解明】 

Ⅰ：胸膜中皮細胞が関与する病態の解明に関する研究 

Ⅰ-a：中皮細胞と中皮腫細胞・・良悪判定に関する研究 

胸膜中皮細胞は、何らかの外的因子で増殖し、体腔液の貯留と共に漿膜面から脱落し

て、異型性を帯びた浮遊細胞となる。この浮遊中皮細胞は、腫瘍化した中皮細胞(中皮

腫)との鑑別が形態学的には非常に難しくなる。また、脱落面に起こる反応性中皮細胞

増生(atypical mesothelial hyperplasia)と極めて早期の悪性胸膜中皮腫(mesothelioma 

in-situ)との鑑別はしばしば困難である。これは、アスベスト検診などによって、臨床

早期の中皮腫と考えられる症例が発見されても、良悪の鑑別がつかないため、治療に踏

み込めないという解決を急ぐ大きな臨床上の問題になっている。この点に関して、中皮

細胞分子病理領域を担当する辻村(分子病理)は、9p21 homozygous deletion が良悪の識

別の鍵であることを明らかにした(＊1)。重要な点は、胸膜下層で増殖する中皮腫細胞

と、その表層（胸腔側）で増殖する中皮細胞、そして胸腔に遊離した中皮細胞に、同じ

ように遺伝子変異が見られるのかを明らかにすることである。辻村(分子病理)らは、浮

遊中皮細胞に p16 homozygous deletion があれば、深部の中皮腫細胞にも認められる

ことを明らかにし、p16 homozygous deletion の確認が重要であることを示した。しか

し、30％の中皮腫には、浮遊中皮細胞および胸膜深部の中皮腫細胞に p16 homozygous 

deletion が認められず、p16 の deletion が認められないことで中皮腫を否定すること

は出来ないことが明らかになった(＊2)。形態学的には、p16 deletion のある中皮細胞

は、(1)cell-in-cell engulfment with or without hump formation、(2)multinucleate 

cells、(3)larger berry-like cell aggregates が特徴としてあげられる(＊3)。悪性度にお

いては、p16 deletion の見られない症例に比べて、明らかに生存期間が短いという特徴

をもつ(＊4)。また、良悪性の鑑別に BAP1 (BRCA1-associated protein 1)の免疫染色を

組み合わせると精度が高まり(＊5)、また、p16 deletion と BAP1 免疫染色を組み合わ

せると、二相型中皮腫と atypical stromal cells のみられる上皮型中皮腫の鑑別に有用

である(＊6)ことを明らかにした。 

 

Ⅰ-b：中皮細胞・中皮腫細胞の特性と発育・増殖メカニズムの解析 

中皮細胞は傷害を受けると漿膜面から脱落し、やがて漿膜創の辺縁の中皮細胞が増殖

して修復されるが、胸腔では、傷害を受けた壁側胸膜に対峙する臓側胸膜の中皮細胞も

増殖し、増殖した中皮細胞が胸腔に剥離して、遊離中皮細胞になる。この遊離中皮細胞
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も胸膜の修復に関与する。中皮細胞・中皮腫細胞は遊走能の活発な細胞である。悪性胸

膜中皮腫は、T1 から T2 にかけて、一気に全ての中皮細胞を腫瘍化させる。本拠点の

情報伝達領域を担当する西崎(生理学)と中野（呼吸器内科）、病態規定因子研究領域の

若林(環境予防)と善本(先端研・免疫学)らは、これらの中皮細胞、中皮腫細胞の特性を

解析し、以下の新たなメカニズムを明らかにした。 

 

(1) 中皮腫細胞の増殖と遊走には、①PDGF-D/PDGF-ββ receptor pathway が大きく関

与し、PDGF- ββ receptor の autocrine activation によって中皮腫細胞の増殖が起

こることを明らかにした(＊7)。この receptor pathway が中皮腫治療の新たな分子

標的になる可能性があることが分かった(＊8)。 

(2) 腫瘍化した中皮細胞には Heme oxygenase-1 promoter polymorphism が見られる

ことを明らかにした(＊9)。また、中皮腫の転移巣は主に上皮様に分化したところが

主であり、転移巣の強い増殖能は E カドヘリンやβカテニンの変化を伴わないで起

こっていることを示した（＊10）。一方、中皮細胞を腫瘍化させる asbestos fiber

自体に免疫系への影響が出ることを示した(＊11) 

(3) 中皮腫細胞の増殖メカニズムを解析し、下記の増殖抑制経路と増殖抑制効果が明ら

かになった。 

① Src family kinase inhibitors によるアポトーシスに Fyn タンパク質の欠乏が必

要であること(＊12)。 

② アデノシンで誘導されるアポトーシスの経路には、細胞内に取り込まれる内在性

経路と受容体を介する外在性経路があるが、その中でも特に A3 受容体が中皮腫

細胞のアポトーシス誘導には重要であり、これは p53 依存性に起こること(＊

13)。 

③ Adenosine deaminase 阻害薬である EHNA は、胸膜中皮腫に対して強い発育抑

制作用をもつこと(＊14) 

④ sphingosine は腫瘍細胞にアポトーシスを起こし、sphingosine-1-phosphate に

は細胞増殖と遊走促進する作用のあることが示され、中皮腫細胞に対しては、

PKC-δ を抑制し、G0/G1 で cell cycle を停止し、増殖抑制に働くこと(＊15)。 

⑤ α1D受容体阻害薬である naftopidil は α1D受容体阻害作用とは無関係に、中皮腫

細胞にアポトーシスを起こし(＊16)、また、naftopidil は中皮腫の細胞増殖を抑

制し、臨床に応用し得ること(＊17)。 

⑥ Diapalmitoleoyl-phosphatidylethanolamine は中皮細胞には作用しないが、中

皮腫細胞にはアポトーシスを起こし (＊18)、また、中皮腫に対しては強く

necrosis/ necroptosis を起こす作用を有すること(＊19) 

⑦ Phosphatidylinositol は中皮腫細胞に Caspase-Independent Apoptosis を起こ

すこと(＊20) 

⑧ 胸膜プラークを有する中皮腫では、末梢血では CD8+細胞の機能障害があること

（＊21）. 

⑨ LIM-domain 蛋白 AJUBA は Hipo シグナル系を介して中皮腫の増殖を抑制する

こと(＊22) 

⑩ MEK 阻害薬の trametinib とヒアルロン酸合成を阻害する 4-methyl- 

umbelliferone の併用が中皮腫の治療に応用しえること(＊23) 

(4) 中皮腫細胞の増殖と血管新生との関連については、中野(呼吸器内科)らの従来の研
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究で、VEGF(血管内皮細胞成長因子)が重要な役割を果たすことを明らかにしてい

る。その他に、中野(呼吸器内科)や若林(環境予防)らは、血管新生に関わる因子に

ついて下記の点を明らかにした。 

① angiopoietin-1 は中皮腫細胞の増殖に関与し、中皮腫では血清レベルで増加し

ていること(＊24) 

② calpenin が angiopoietin-1/Tie-2 system を介して中皮腫細胞の増殖を抑制する

こと(＊25) 

③ progranulinとgranulin-like proteinは、新たなVEGF-independent angiogenic 

factor であること(＊26)。 

 

本事業でのこれらの中皮細胞、中皮腫細胞の特性、増殖メカニズムの解析を通じて、

抗中皮腫活性の有する薬剤が明らかになった。また、従来は診断が難しい面が多かった

が、比較的早期に診断することが可能になってきた。本事業の開始後、現在の悪性胸膜

中皮腫に対する標準的治療法(シスプラチン＋ペメトレキセド)に抗 VEGF 拮抗薬のベ

バシズマブを追加することで、成績の向上がみられることが仏国から報告された。これ

は中皮細胞の増殖メカニズムの今回の解析からも想像し得る結果であり、本研究拠点の

創薬研究領域を担当する田中(兵庫医療大学薬学部)らは、抗中皮腫活性のあるα1 受容

体の選択的遮断薬である naftopidil のアナログを合成し、中皮細胞情報伝達領域の西崎

(生理学)らと抗腫瘍活性を明らかにし、同時に抗中皮腫活性を有することを確認してい

る。現在、臨床試験に向けた環境は整っている状況である。 

 

Ⅱ：中皮細胞の腫瘍化における BAP1 遺伝子変異の関与 

中皮腫は、極めて低濃度のアスベスト曝露を受けた多くの住民の、一部に発生するこ

とが知られ、アスベストに対する感受性を規定する遺伝子の存在が考えられていた。中

皮腫が多発する家系は、従来は同一家庭環境でのアスベスト曝露が原因と捉えられてき

たが、北米の中皮腫多発家系で、癌抑制遺伝子 BRCA-1 associated protein-1 (BAP1)

の生殖細胞系列変異(germ line mutation)が示され、BAP1 遺伝子の不活化変異が中皮

腫発生の背景にある可能性が示された。本拠点の中野(呼吸器内科)らは、本学遺伝学講

座との共同研究で、中皮腫における BAP1 遺伝子にかかわる体細胞および生殖細胞系

列変異について、下記の点を明らかにした。 

(1)BAP1 遺伝子の周辺領域の 3p21 のゲノム変化を 3p21 に特化した高解像度 CGH ア

レイを用いて解析したところ、悪性中皮腫の染色体 3p21 領域は粉砕されていて、複

数の非連続した欠損があり、粉砕後に修復しようと働きかけるも部分的に欠損し、元

とは異なる塩基配列になること(＊27)。 

(2)中皮腫においては、BAP1 遺伝子を囲んでいる 3p21 染色体領域の遺伝子欠損の異常

が極めて高い頻度で起こっていて、この領域が構造的に不安定であること(＊28)。 

(3)中皮腫では BAP1 の体細胞変異（後天的ゲノム変化）が欧米より高い頻度で検出さ

れ、その変異は欠損が多く、特に上皮型に多いこと(＊29)。 

 

Ⅲ：中皮腫の新たな診断法に関する研究 

Ⅲ-a：中皮腫の末梢循環腫瘍細胞数の有効性 

本研究拠点の胸膜領域の中野(呼吸器内科)と長谷川(呼吸器外科)らは、中皮腫患者の

末梢循環血液中の中皮腫腫瘍細胞を確認し、その臨床的意義を検討した。その結果、循
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環腫瘍細胞数は中皮腫の診断・予後の有用なマーカーとなることが明らかになった（＊

30）。 

Ⅲ-b：血清診断マーカー 

中野(呼吸器内科)らは、非ヒストン核蛋白である HMGB1（high mobility group box 

1）が中皮腫において増加していることを示し(＊31)、また、日常の臨床においては、

免疫染色における中皮腫陰性マーカーである CEA が、血清レベルにおいても中皮腫で

は増加することがなく、これとメソテイン関連ペプチド(SMRP)を組み合わせると診断

精度が高くなることを示した(＊32)。 

 

Ⅳ：胸膜中皮腫に対する全身化学療法の評価法に関する研究 

胸膜中皮腫は、びまん性に板状の発育を呈し、球状の発育をする肺癌に比べて、客観

的に治療効果を判定することが難しい。中野(呼吸器内科)らは、従来より胸膜中皮腫に

用いられてきた modified RECIST で評価するよりも、FDG-PET を用いた metabolic 

response が効果判定に有用であり(＊33)、また、CDDP/CBDCA を含む化学療法の治

療効果判定に役立つことを示した(＊34)。また、治療前の FDG 値は予後判定に役立つ

ことを示した(＊35)。また、新たな予後指標として、治療内容、PS、病理像、病期を

加味した rPHS index を提案した（＊36）。 

 

Ⅴ：腹膜領域---腹膜中皮細胞が関与する病態の解明 

腹膜の基本的な構造は、胸膜とほぼ同じであり、腔側の表層に、一層の中皮細胞が並

んでいる。アスベストなどの繊維状鉱物の経気道曝露を受けると、腹膜中皮細胞が腫瘍

化することは、疫学上、明らかである。しかし、その機序は全く分かっていない。腹膜

に関する本研究領域では、まず術後腸管癒着に関する研究を進めるとともに腹膜中皮腫

の臨床病態の解析を行い、新たな知見を得ている。 

 

Ⅴ-a：腸管癒着に関する基盤研究の推進 

腹膜領域の藤元(肝胆膵外科)らは、善本(免疫学)との共同研究で、ラットの肝切後の

腸管癒着の実験モデルを作成し、癒着機序の解明を進めた。その結果、肝切後の癒着で

重要な働きをするのは IFN-γ であり、これらが plasminogen activator inhibitor 

1(PAI-1)と tissue plasminogen activator の reciprocal balance で規定され、IFN-γ と

PAI-1 が抗癒着治療の標的分子となり、hepatocyte growth factor(HGF)が術後の腸管

癒着を予防し得ることを明らかにしている(＊37)。 

 

Ⅴ-b：腹膜中皮細胞に発生する中皮腫の臨床病態 

腹膜中皮細胞に発生する中皮腫には、明らかに胸膜中皮細胞に発生する中皮腫とは異

なる病態を示す腫瘍が存在する。これは、比較的予後の良い嚢胞状中皮腫と高分化型乳

頭状中皮腫として、従来知られていた腹膜腫瘍である。これらの腹膜中皮腫は、アスベ

スト曝露との関係が全くない borderline malignant であるが、一方、腹膜中皮腫には、

その対極として存在する悪性腹膜中皮腫がある。これは胸膜中皮腫と同じような臨床経

過を呈するが、胸膜発生と異なる点は、女性比率が高く、初回標準的化学療法の反応性

がよいところである(＊38)。また、アスベスト曝露も胸膜発生に比して比較的高濃度で

ある。 
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【中皮細胞の病態解明に基づく新たな治療戦略の構築】 

Ⅰ：中皮腫に対する新規抗腫瘍薬の開発に向けた基盤研究 

本研究拠点の創薬研究領域の田中(兵庫医療大学薬学部)らは、α1D 受容体阻害薬であ

る naftopidil の analogue を合成し、西崎(生理学)らは naftopidil の analogue が、α1D

受容体阻害作用とは無関係に、中皮腫細胞にアポトーシスを起こすことを明らかにした

(＊39)。また、肺癌などの他癌種の腫瘍細胞の増殖も抑制することや、比較的強い抗中

皮腫活性を有することを証明し(＊40)、臨床試験に移行し得る基盤研究は終了してい

る。一方、A3 アデノシン受容体を介するアポトーシス誘導による抗中皮腫作用が強い

ことより、A3 アデノシン受容体の強制発現による遺伝子治療法の基盤研究も終了した

(＊41)。Adenosine deaminase 阻害薬の EHNA が中皮腫に対して強い発育抑制作用を

示す(＊42)ことから、今後の臨床応用に向けてこれらの創薬研究を開始している。 

 

Ⅱ：標準的治療法の確立に関する研究 

(1)mesothelioma in-situ に対する壁側胸膜全切除術を用いた治療的診断法の試み 

胸水細胞診が陽性で、胸腔鏡で肉眼的な腫瘍が確認できない(T0 期)極めて早期の中

皮腫症例(mesothelioma in-situ)に対して、欧米のガイドラインでは中皮下層の脂肪組

織を含めて、比較的大きな胸膜生検組織を採取し、確定診断に供することが推奨されて

いる。生検組織の病理学的な確定診断の後に、肉眼的完全切除と化学療法を行うが、本

研究拠点の胸膜領域の長谷川（呼吸器外科）らは、生検時に全ての壁側胸膜を完全切除

し、十分な検体量を得るとともに、術後に化学療法を実施するという完治を目指す治療

的診断法を行った。しかし、極めて早期の mesothelioma in-situ に対して、検査 生

検の段階で胸膜を完全切除しても、局所再発がみられ、現行の外科治療手段には臨床病

期に左右されない限界のあることが明らかになった(＊43)。 

今後、患側肺の温存術（胸膜切除・肺剥皮術）後の IMRT（または VMAT）による

放射線治療を局治療の追加に関する遂行可能性確認試験を行う必要がある。 

 

(2)悪性胸膜中皮腫に対する標準的治療法の確立に関する研究 

胸膜領域の中野(呼吸器内科)、長谷川(呼吸器外科)らは、切除可能悪性胸膜中皮腫の

集学的治療法に関して、シスプラチン＋ペメトレキセドによる術前化学療法に続く、胸

膜肺全摘術(EPP)と術後放射線照射の遂行可能性確認試験を多施設共同試験で実施し

た。その結果、遂行可能との判断が得られたが、治療関連死亡が 9.5%と高く(＊44)、

我が国の標準的な治療法として普及するには、リスクが高く、また難易度の高い治療法

であった。続いて、術前化学療法に続く、患側肺を温存する縮小術式の胸膜切除・肺剥

皮術(P/D)を局所治療とする bimodality 治療法の遂行可能性確認試験を実施した。本治

療法による治療関連死はなく、遂行可能性が確認された(＊45)。無増悪生存時間は現在

解析中である。 

拡大術式の EPP による肉眼的完全切除率は、縮小術式の P/D よりも良好であり、一

方、術後再発は P/D での頻度が高い。ところが、後方視的に生存期間を比較すると、

拡大術式の EPP よりも、縮小術式の P/D の方が有意に長いことが示されている。なぜ

このような結果になるのか、その理由は今のところ明確ではない。唯一、考えられるこ

とは、縮小術式の P/D では、術後早期から化学療法を実施することが可能な点である。 

今後の切除可能悪性胸膜中皮腫の予後向上に関しては、P/D を基本術式とし、術後照

射と術前・術後の全身化学療法の進歩にかかっている。現在、P/D 後の温存肺に対する
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局所照射（IMRT または VMAT）の遂行可能性確認試験と P/D 後の維持療法の多施設

臨床試験にとりかかっている。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

(1)中皮細胞・中皮腫細胞の特性を多面的に解析することにより、従来は診断が困難で

あった極めて早期の悪性胸膜中皮腫(mesothelioma in-situ)の診断が可能になったこと 

(2)中皮細胞の癌化に関する BAP1 遺伝子の体細胞および生殖細胞系列変異に関わる新

たな知見をえたこと 

(3)中皮腫細胞の浸潤・遊走メカニズムを明らかにし、その因子を同定したこと 

(4)極めて難治性であった中皮腫に対して、抗中皮腫活性のある薬剤を同定（naftopidil、

EHNA 等）し、合成した nafitopidil のアナログの臨床応用の可能性を明らかにしたこ

と 

(5)中皮腫に対する外科治療を含む集学的治療の臨床試験を通じて、我が国での中皮腫

の治療法の普及につなげることができたこと。また、我が国では殆ど行われていなかっ

た中皮腫に対する縮小術式(P/D)が徐々に普及してきたこと 

 

＜課題となった点＞ 

ヒトを対象とする新たな中皮腫治療薬の臨床開発は、大学レベルでは不可能であり、

成果が認められた時点から産学連携を推進したが、当初より連携を推進しておく必要が

あった。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

中皮細胞の各研究領域の相互連携は活発に行われ、研究推進に大いに役立ったと考え

る。当初の計画の 90％が達成されたと考える。中皮細胞・中皮腫細胞に関わる多くの

知見が得られ、その中でも新たな治療につなげる可能性のある結果がえられた。今後、

産学連携の推進を積極的に行っていく予定である。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

中皮細胞に特化した統合的な研究は、今まで取り組まれなかった領域であり、中皮細

胞の分布が胸膜・腹膜・心膜など広範囲であることから、実質面での専門的評価を受け

るのは難しい状況であった。そこで 2014 年 7 月 11 日に本学で実施した医療セミナー

「がん幹細胞と悪性中皮腫：最新のアプローチ」（場所：本学 3-3 講堂）に合わせて、

本プロジェクトで実施している研究課題と研究体制、研究内容と進捗状況について、来

日したマサチューセッツ工科大学の Robert Weinberg 博士、オランダがんセンターの

Paul Baas 博士に説明し、評価を受けた。中皮細胞の基礎的研究については Weinberg

博士と、臨床面での研究は Baas 博士と実施結果などについて討論し、極めて良好な評

価を得た。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

中皮細胞・中皮腫に関わる研究を引き続き行うとともに、臨床面では NPO 法人日本

中皮腫研究機構(JMIG、事務局は本学)を通じて、今後も多施設共同研究を推進する予

定である。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

本研究で取り組んだ切除可能胸膜中皮腫の治療法の開発を通じて、我が国での中皮腫
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治療の標準化に資することができた。また、これらを中皮腫診療ガイドライン(2016 年

版日本肺癌学会)に反映させることができた。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）中皮細胞(mesothelial cell)    （２）中皮腫(mesothelioma)   （３） BAP1 遺伝子       

（４） 胸膜肺全摘術          （５）胸膜切除・肺剥皮術     （６） 腹膜          

（７） アスベスト           （８） 血管新生           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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貴普, 栗林 康造, 田端 千春, 家城 隆次, 中野 孝司, 長谷川 誠紀, 辻村 亨 当院で 

の悪性胸膜中皮腫と胸水貯蓄との関係性の検討 第55回日本肺癌学会学術集会  

2014.11.16 京都 

 

堀尾 大介, 寺田 貴普， 間瀬 浩史， 守屋友美子， 祢木 芳樹， 藤本英利子， 柴田  

英輔， 金村 晋吾， 政近江利子， 本田 実紀， 神谷  瞳， 大搗泰一郎， 三上 浩司，  

野木 佳孝， 栗林 康造， 田端 千春， 家城 隆次， 辻村 亨， 和泉 宏幸， 中野 孝 

司 気胸を初発症状としたT1bN0M0 悪性胸膜中皮腫の一例 第84回日本呼吸器学会近 

地方会・第114回日本結核病学会近畿地方会 2014.12.13 奈良 

 

堀尾大介, 寺田貴普, 間瀬浩史, 守屋友美子, 祢木芳樹, 藤本英利子, 柴田英輔, 金村晋 

吾, 政近江利子, 本田実紀, 神谷瞳, 大搗泰一郎, 三上浩司, 野木佳孝, 栗林康造, 家城 

隆次, 中野孝司, 大搗泰一郎, 長谷川誠紀, 辻村亨 Malignabt spindle cell neoplasiaと診断し 

た胸膜腫瘍の１例 第101回日本肺癌学会関西支部学術集会 2015.2.21 大阪 

 

大搗泰一郎、栗林 康造、政近江利子、神谷 瞳、寺田 貴普、家城 隆次、中野 孝司 結 

核性胸膜炎との鑑別を要する胸水ADA高値の悪性胸膜中皮腫の検討 第90回日本結核病  

学会総会 2015.3.27 長崎 

 

金村 晋吾,大搗 泰一郎,間瀬 浩史,守屋 友美子,袮木 芳樹,藤本 英利子,堀尾大介, 

柴田 英輔,神谷 瞳,政近 江利子,本田 実紀,三上 浩司,野木 佳孝,寺田 貴普,栗林 康造,  

家城 隆次,田端 千春,黒田 鮎美,橋本 昌樹,多久和 輝尚,松本 成司,近藤 展行,長谷川 誠 

紀,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫における胸膜切除・肺剥皮術施工後の術後化学療法の検討  

第55回日本呼吸器学会学術講演会 2015.4.18 東京 

 

大搗 泰一郎,間瀬 浩史,守屋友美子,藤本 英利子,祢木 芳樹,堀尾 大介,金村 晋吾,柴田  
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英輔,政近 江利子,神谷 瞳,本田 実紀,三上 浩司,野木 佳孝,寺田 貴普,栗林 康造,田端  

千春,家城 隆次,中野 孝司 当院における肉腫型悪性胸膜中皮腫の予後に関する検討 第 

55回日本呼吸器学会学術講演会 2015.4.18 東京 

 

三上 浩司,藤本 英利子,祢木 芳樹,堀尾 大介,金村 晋吾,柴田 英輔,政近 江利子,本田  

実紀,神谷 瞳,大搗 泰一郎,野木 佳孝,寺田 貴普,栗林 康造,家城 隆次,多久和 輝尚,松 

本 成司,近藤 展行,長谷川 誠紀,田端 千春,鳥井 郁子,辻村亨,塚本 吉胤,廣田 誠一,中 

野 孝司 悪性胸膜中皮腫の組織型と胸水貯留の有無との関連性の検討 第55回日本呼吸 

器学会学術講演会 2015.4.18 東京 

 

政近 江利子,本田 実紀,神谷 瞳,大搗 泰一郎,三上 浩司,野木 佳孝,柴田 英輔, 寺田 貴 

普,栗林 康造,家城 隆次,西崎 知之,中野 孝司 ナフトピジルのα1受容体阻害を介さない中 

皮腫細胞に対するアポトーシスの誘導作用第55回日本呼吸器学会学術講演会 2015.4.17  

東京 

 

長谷川誠紀 胸膜切除/肺剥皮術と鈍的剥離.  第 32回日本呼吸器外科学会総会 

2015.5.15. 高松 

 

中野 孝司 悪性胸膜中皮腫・・診断・治療の争点と方向性・・第58回関西胸部外科学会学術 

集会 2015.6.13 岡山 

 

辻村亨, 佐藤鮎子, 篠原義康, 工藤朝雄, 今橋祐喜, 清水重喜, 鍋島一樹, 長谷川誠紀,  

中野孝司 第56回日本臨床細胞学会総会（春期大会） 増加する悪性中皮腫診断のスキル 

アップを目指して 中皮細胞の機能と形態から診断のカギを探る 中皮腫診断の現状と将来 

（シンポジウム） 2015.6.12-14 松江 

 

神谷 瞳,堀尾 大介,寺田 貴普,幸田 裕一,藤本 英利子,金村 晋吾,柴田 英輔, 政近 江利 

子,大搗 泰一郎,三上 浩司,栗林 康造,家城 隆次,中野 孝司,中道 徹,長谷川 誠紀,清水  

重喜,佐藤 鮎子,辻村 亨 左大腿神経鞘腫と悪性胸膜中皮腫の一合併例 第102回日本肺 

癌学会関西支部学術集会 2015.7.4 大阪 

 

藤本 英利子,大搗 泰一郎,中村 智子,守屋 友美子,間瀬 浩史,幸田 裕一,堀尾大介,金村  

晋吾,柴田 英輔,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴普,栗林 康造,家城 隆次, 中野  

孝司,麩谷 博之,辻村 亨,小牟田 清 大腿二頭筋への孤在性転移を認めた線維形成型悪性 

胸膜中皮腫の１例 第85回日本呼吸器学会近畿地方会 2015.7.11 奈良 

 

寺田 貴普,堀尾 大介,柴田 英輔,金村 晋吾,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司, 大搗 泰一 

郎, 栗林 康造,家城 隆次,中野 孝司,近藤 展行,長谷川 誠紀,鳥井郁子,辻村 亨,塚本 吉 

胤,廣田 誠一 線維形成型悪性胸膜中皮腫におけるFDG-PET所見の検討 第13回日本臨 

床腫瘍学会学術集会 2015.7.16 札幌 

 

三上 浩司,大搗 泰一郎,野木 佳孝,寺田 貴普,栗林 康造,家城 隆次,長谷川 誠紀,辻村  

亨,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫における臨床病期、組織型別の胸水の検討 第13回日 
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本臨床腫瘍学会学術集会 2015.7.16 札幌 

 

竹下 純平,山本 尚吾,辰野 健二,大搗 泰一郎,栗林 康造,近藤 展行,長谷川 誠紀,辻村  

亨,長田 啓隆,中野 孝司,関戸 好孝,油谷 浩幸. 悪性胸膜中皮腫の遺伝子プロファイル 第 

74回日本癌学会学術総会 2015.10.8 名古屋 

 

栗林 康造,大搗 泰一郎,神谷 瞳,本田 実紀,後藤 章暢,西崎 知之,中野 孝司 新規合成ナ 

フトピジル・アナログ（HUHS1015）は悪性胸膜中皮腫の増殖を強く抑制する-前臨床試験成 

績 第74回日本癌学会学術総会 2015.10.9 名古屋 

 

栗林 康造,大搗 泰一郎,神谷 瞳,本田 実紀,後藤 章暢,西崎 知之,中野 孝司 新規合 

成ナフトピジル・アナログ（HUHS1015）は悪性胸膜中皮腫の増殖を強く抑制する-前臨床試 

験成績 第74回日本癌学会学術総会 2015.10.9 名古屋 

 

玉置（橋本）知子, 吉川 良恵,佐藤 智佳,福岡 和也,辻村 亨,中野 孝司 日本人悪性中皮腫 

のゲノム解析 日本人類遺伝学会第60回大会 2015.10.16 東京 

 

柴田 英輔 胸膜切除・肺剥皮術による肉眼的完全切除後のモニタリング・マーカー血清可 

溶型メソテリン関連ペプチド（SMRP）が役に立つ----画像の変化よりも先にSMRP値の上昇 

が確認された悪性胸膜中皮腫の１例---- 第6回JMIG研究会 2015.11.14小倉 

 

辻村亨 中皮腫細胞診判定の国際基準 （要望講演）第54回日本臨床細胞学会秋期大会 

2015.11.21-22 名古屋 

 

大搗 泰一郎,藤本 英利子,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴普,栗林 康造,家 

城 隆次,中野 孝司.シスプラチン＋ペメトレキセドによる初回化学療法後、３年以上の生存が 

得られた悪性胸膜中皮腫の検討 第56回日本肺癌学会学術集会2015.11.26横浜 

 

寺田 貴普,栗林 康造,堀尾 大介,幸田 裕一,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,大搗 泰一 

郎,家城 隆次,中野 孝司.臨床早期悪性胸膜中皮腫(mesothelioma in-situ)の発育経過－ 

FDG-PET陰性から陽性所見を呈するまでの発育様式とCT画像の変化. 第56回日本肺癌学 

会学術集会 2015.11.27 横浜 

 

柴田 英輔,大搗 泰一郎,三上 浩司,寺田 貴普,栗林 康造,家城 隆次,中野 孝司,土屋 綾 

子,西崎 知之 遊離脂肪酸によるProteinTyrosine Phosphatase1Bの阻害とPI3K/Akt pathway 

の活性化-中皮腫細胞株での証明 第56回日本肺癌学会学術集会 2015.11.27横浜 

 

栗林 康造,家城 隆次,大搗 泰一郎,金村 晋吾,柴田 英輔,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩 

司,寺田 貴普,近藤 展行,佐藤 鮎子,清水 重喜,長谷川 誠紀,辻村 亨,中野 孝司 NF2遺伝 

子関連蛋白Merlinの染色性と中皮腫の腫瘍特性の関連 第56回日本肺癌学会学術集会 

2015.11.27横浜 

 

三上 浩司, 栗林康造, 寺田貴普, 堀尾大介, 柴田英輔, 政近江利子, 神谷瞳, 大搗泰一 
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郎, 家城隆次, 中野孝司. 健診（検診）で発見された無症状悪性胸膜中皮腫41例の検討 第 

56回日本肺癌学会学術集会 2015.11.28 横浜 

 

藤本 英利子,大搗 泰一郎,金村 晋吾,柴田 英輔,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴 

普,栗林 康造,家城 隆次,中野 孝司 標準的初回化学療法後の再発悪性胸膜中皮腫に対す 

るCDDP＋CPT-11＋DXRによる二次化学療法の生成 第56回日本肺癌学会学術集会  

2015.11.28 横浜 

 

政近 江利子,大搗 泰一郎,栗林 康造,間瀬 浩史,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴普,家城 隆 

次,長谷川 誠紀,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫の骨転移に関する検討 第56回日本肺癌学会 

学術集会 2015.11.28横浜 

 

神谷 瞳,栗林 康造,堀尾 大介,柴田 英輔,中村 智子,金村 晋吾,政近 江利子,三上 浩司, 

大搗 泰一郎,寺田 貴普,家城 隆次,長谷川 誠紀,中野 孝司 原発性肺癌における胸膜下曲 

線状陰影の頻度と背景因子-プラーク有所見肺癌と無所見肺癌の検討 第56回日本肺癌学 

会学術集会 2015.11.28横浜 

 

橋本 昌樹,近藤 展行,多久和 輝尚,中道 徹,黒田 鮎美,松本 成司,清水 重喜,辻村 亨,中 

野 孝司,長谷川 誠紀 悪性胸膜中皮腫に対する全身麻酔下胸膜生検のrisk/benefit 第56 

回日本肺癌学会学術集会 2015.11.28横浜 

 

橋本 昌樹,近藤 展行,中道 徹,多久和 輝尚,黒田 鮎美,松本 成司,清水 重喜,辻村 亨,中 

野 孝司,長谷川 誠紀 悪性胸膜中皮腫の診断における細胞診の有用性 第56回日本肺癌 

学会学術集会 2015.11.28横浜 

 

間瀬 浩史,三上 浩司,守屋 友美子,藤本 英利子,幸田 裕一,堀尾 大介,金村 晋吾,柴田 英 

輔,政近 江利子,神谷 瞳,大搗 泰一郎,寺田 貴普,栗林 康造,中野 孝司 生前に多臓器転 

移を診断し得た悪性胸膜中皮腫の１例 第86回日本呼吸器学会第116回日本結核病学会近 

畿地方会 2015.12.19 京都 

 

中野 孝司,栗林 康造,寺田 貴晋,大搗 泰一郎,三上 浩司,柴田 英輔,神谷 瞳,政近 江利 

子,金村 晋吾,堀尾 大介,藤本 英利子,幸田 裕一,間瀬 浩史,守屋 友美子,中村 智子悪性 

胸膜中皮腫の診断・治療の現状と課題 中皮腫シンポジウム 2015.12.26 西宮 

 

柴田 英輔,大搗 泰一郎,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴普,栗林,康造,中野 孝司, 

多久和 輝尚,長谷川 誠紀,辻村,亨 画像の変化よりも先にＳＭＲＰ（可溶型メソテリン関連ペ 

プチド）値の上昇が確認された悪性胸膜中皮腫の１例 第103回日本肺癌学会関西支部学 

術集会 2016.2.20 大阪 

 

中野 孝司 悪性胸膜中皮腫-診断・治療の争点と方向性.第56回日本肺癌学会九州支部学 

術集会.第39回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 2016.2.27小倉 

 

大搗 泰一郎, 前橋 伸子, 片岡 裕貴, 間瀬 浩史, 政近 江利子, 神谷 瞳, 三上 浩司,  
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寺田 貴普, 栗林 康造, 家城 隆次, 平林 正孝, 中野 孝司 悪性胸膜中皮腫における免 

疫組織染色の予後因子としての有用性について 第56回日本呼吸器学会学術講演会 

2016.4.8 京都 

 

柴田 英輔,大搗 泰一郎,政近 江利子,神谷 瞳,三上 浩司,寺田 貴普,家城 隆次,栗林 康 

造,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫における胸水可溶性メソテリン関連ペプチド値の検討 第56 

回日本呼吸器学会学術講演会 2016.4.8 京都 

 

政近 江利子, 金村 晋吾, 柴田 英輔, 神谷 瞳, 大搗 泰一郎, 三上 浩司, 寺田 貴普, 栗 

林 康造, 家城 隆次, 中野 孝司 悪性胸膜中皮腫の骨転移に関する検討第56回日本呼吸 

器学会学術講演会 2016.4.8 京都 

 

栗林 康造, 大搗 泰一郎, 三上 浩司, 寺田 貴普, 中野 孝司 角閃石石綿使用からクリソ 

タイル単独使用への変遷による胸膜発癌（中皮腫）の影響 第56回日本呼吸器学会学術講 

演会 2016.4.8 京都 

 

栗林 康造, 寺田 貴普, 大搗 泰一郎, 三上 浩司, 家城 隆次, 田中 明人, 西崎 知之, 中 

野 孝司 新規合成ナフトピジル・アナログ（HUHS1015）は悪性胸膜中皮腫の増殖を抑制す 

る-前臨床試験成績- 第56回日本呼吸器学会学術講演会 2016.4.9 京都 

 

守屋友美子, 大搗泰一郎, 中村智子, 藤本英利子, 間瀬浩史, 幸田裕一, 堀尾大介, 金村 

晋吾, 柴田英輔, 政近江利子, 神谷瞳, 三上浩司, 寺田貴普,  栗林康造, 中野孝司, 麩谷 

博之, 辻村亨, 小牟田清 筋肉内転移を認めた悪性胸膜中皮腫の3例 第56回日本呼吸器 

学会学術講演会 2016.4.9 京都 

 

三上 浩司,柴田 英輔,金村 晋吾,政近 江利子,神谷 瞳,大搗 泰一郎,寺田 貴普,栗林 康 

造,家城 隆次,中野 孝司 阪神工業地帯に隣接する当院中皮腫・アスベスト疾患センターの 

９年間の経験 第56回日本呼吸器学会学術講演会 2016.4.10 京都 

 

栗林 康造,大搗 泰一郎,三上 浩司,寺田 貴普,柴田 英輔,金村 晋吾,神谷 瞳,政近 江利 

子,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫(MPM)に対する治療法の変遷と切除可能例に対する治療法 

の評価 第113回日本内科学会講演会 2016.4.15東京 

 

近藤展行,橋本昌樹,多久和輝尚、中道徹、黒田鮎美、松本成司、長谷川誠紀 悪性胸膜中 

皮腫手術症例 100 例の再発形式の検討. 第 33 回日本呼吸器外科学会総会  

2016.5.12 京都 

 

松本成司,中道徹,黒田鮎美,橋本昌樹,多久和輝尚,近藤展行,長谷川誠紀 悪性胸膜 

中皮腫の癌幹細胞を標的とした Stat3 阻害治療（START）第 33 回日本呼吸器外科 

学会総会 2016.5.12 京都 

 

黒田鮎美,松本成司,中道徹,橋本昌樹,多久和輝尚,近藤展行,辻村亨,中野孝司,長谷川誠紀  

悪性胸膜中皮腫の手術予後と mTOR MAPK pathway の関連についての検討.  
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第 33 回日本呼吸器外科学会総会 2016.5.13 京都 

 

長谷川誠紀 胸部大侵襲手術における胸腔鏡手術の意義. 第 41 回日本外科系連合学会学 

術集会 2016.6.16 大阪 

 

幸田 裕一,守屋 友美子,大搗 泰一郎,金村 晋吾,柴田 英輔,三上 浩司,寺田 貴普,栗林 康 

造,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫に対する蛍光観察を用いた局所麻酔下胸腔鏡検査の有用 

性の検討 第39回日本呼吸器学会学術集会 2016.6.23 名古屋 

 

藤本 英利子,大搗 泰一郎,幸田 裕一,堀尾 大介,金村 晋吾,柴田 英輔,三上 浩司,栗林 康 

造,山田 祐介,山本 晋吾,辻村 亨,劉 寧寧,造住 誠孝,廣田 誠一,中野 孝司 悪性胸膜中 

皮腫と尿路上皮癌の同時重複癌の１例 第117回日本結核病学会第87回日本呼吸器学会 

近畿地方会 2016.7.9 大阪 

 

大搗 泰一郎,柴田 英輔,金村 晋吾,三上 浩司,栗林 康造,中野 孝司 当院での悪性胸膜 

中皮腫における血清可溶性メソテリン関連ペプチド（SMRP:Soluble Mesothelin-related 

Peptides）の検討 日本臨床腫瘍学会学術集会 2016.7.28 神戸 

 

栗林 康造,金村 晋吾,柴田 英輔,大搗 泰一郎,三上 浩司,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫に 

対するシスプラチン+ペメトレキセド（CDDP+PEM）による初回併用化学療法は有効である:21 

例の後方視的検討 第7回JMIG研究会 2016.9.3 名古屋 

 

三上 浩司,金村 晋吾,柴田 英輔,大搗 泰一郎,栗林 康造,裴 正寛,岡田 敏弘,辻村 亨,中 

野 孝司 26歳女性の腹水貯留型乳頭状発育腹膜中皮腫の１例 第7回JMIG研究会  

2016.9.3 名古屋 

 

藤本 英利子,大搗 泰一郎,中村 智子,赤野 友美子,幸田 裕一,堀尾 大介,金村 晋吾,柴田  

英輔,三上 浩司,栗林 康造 著名な片側性の乳房腫大を呈した悪性胸膜中皮腫の胸壁進 

展の１例 第7回JMIG研究会 2016.9.3 名古屋 

 

幸田 裕一,栗林 康造,大搗 泰一郎,金村 晋吾,中野 孝司 悪性胸膜中皮腫のアスベスト発 

がんにプラーク表層の中皮細胞は関与しない 第7回JMIG研究会 2016.9.3 名古屋 

 

祢木 芳樹,金村 晋吾,本田 実紀,大搗 泰一郎,栗林 康造,中野 孝司 FDG-PET陰性の早期 

悪性胸膜中皮腫の発育経過 第75回日本癌学会学術総会 2016.10.7 横浜 

 

栗林 康造,金村 晋吾,幸田 裕一,柴田 英輔,大搗 泰一郎,三上 浩司,中野 孝司  悪性腹 

膜中皮腫に対するCisplatin+Pemetrexed 初回併用化学療法の後方視的検討 第23回石綿・ 

中皮腫研究会 2016.10.15 札幌 

 

金村 晋吾,栗林 康造,祢木 芳樹,大搗 泰一郎,中野 孝司 Cisplatin in Combination for  

Pemetrexed in the Treatment of Patients with Advanced Malignant Peritoneal  

Mesothelioma -Retrospective study of 24 cases- 第75回日本癌学会学術総会 2016.10.7 
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横浜 

 

三上 浩司,金村 晋吾,柴田 英輔,大搗 泰一郎,栗林 康造, 裴 正寛,岡田 敏弘,辻村 亨,中 

野 孝司 若年女性に発生した上皮型腹膜中皮腫の1例 第23 回石綿・中皮腫研究会  

2016.10.15 札幌 

 

江口良二, 中野孝司, 若林一郎：Progranulin and granulin-like protein as novel angiogenic 

factors derived from human mesothelioma cells. 第24回日本血管生物医学会学術集会、

2016.12 長崎 

 

金村晋吾, 柴田英輔, 大搗泰一郎, 三上浩司, 栗林康造, 中野孝司 悪性腹膜中皮腫にお 

ける血清可溶性メソテリン関連ペプチド（SMRP：Soluble Mesothelin-related Peptides）の有用 

性の検討 第57回日本肺癌学会学術集会 2016.12.19 福岡 

 

幸田裕一、栗林康造、大搗泰一郎、金村晋吾、柴田英輔、三上浩司、中野孝司 悪性胸膜 

中皮腫における胸膜プラーク表層の腫瘍化に関する胸腔鏡的考察 第57回日本肺癌学会 

学術集会 2016.12.21 福岡 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

 

 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 

 

 

 

 

１４ その他の研究成果等 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

特になし 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし。中間評価の総合所見はともに A 評価で、「困難な問題に挑戦しており、今後に期

待できる」、「本プロジェクトの最終目標としての、新たな治療法、治療薬の開発に期待する」

との評価であった。 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし。 
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１７　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

281018
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１８　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

１９　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計

学会出張

補助主体

私学助成

補助主体

実験補助

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

冷蔵庫、PC、顕微鏡

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

5,304計

計

5,304

5,304

1,074

研究機器 5,304

時給1500円　年間時間数716時間
実人数　1人

1,074

13,683
学会参加 337

13,683

1,074 1,074

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

学会参加登録費

1,155

郵送 2

研究旅費 1,155

2

実験、研究

小  科  目
主　な　使　途

積　　算　　内　　訳

2016 16,660（LCMS-8030(ESIプローフ付） 1 25,410

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

台　　数型　　番 事業経費

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数研究施設面積

（　その他　）
報酬・委託料

337

補助金額

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称

（情報処理関係設備）

図　　　　書

高速液体クロマトグラフ質量分析計 24

宅急便の郵送

金　　額

12,189

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

薬品代、文具等消　耗　品　費

支　出　額

研究支援推進経費

12,189

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

リサーチ・アシスタント

24

（研究設備）

整備年度

印刷製本費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

年　　度

計

通信運搬費

教育研究経費支出

旅費交通費
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  平成 年度

  平成 年度

計 3,886 3,886

ポスト・ドクター 3,886 研究 3,886 学内3人

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 0
計 2,359 2,359

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,359 研究機器 2,359 フリーザー、オートクレーブ

教育研究経費支出
計 2,927 2,927

人件費支出 2,927 実験補助 2,927 時給1,000、1,500円、1,700円
（兼務職員） 年間時間数1,868時間

計 30,828 30,828

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,214 研究 1,214 データ分析、解析

（　その他　） 1,662 1,662

印刷製本費
旅費交通費 3,697 研究旅費 3,697 学会発表など

光　熱　水　費
通信運搬費 1 郵送 1 宅急便

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,254 研究 24,254 実験用品、文具等

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

計 10,246 10,246

ポスト・ドクター 10,246 10,246 学内4人

リサーチ・アシスタント

計 3,111 3,111

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

顕微鏡、パソコン

図　　　　書

計 4,383 4,383

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,383 実験補助 4,383 時給1,500円 年間時間数2,922時間

報酬・委託料 1,668 研究 1,668 データ解析

（　その他　） 645 論文発行 645 論文別刷、英文校正

印刷製本費
旅費交通費 928 研究旅費 928 学会出張

光　熱　水　費
通信運搬費 10 郵送 10 宅急便

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 19,009 研究 19,009 実験用薬品、文具

主　な　使　途 金　　額

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

教育研究用機器備品 3,111 研究機器 3,111

計 22,260 22,260

実人数　3人
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  平成 年度

  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 1,254

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,254 研究機器 1,254 オートクレーブ、冷却遠心機

教育研究経費支出
計 871

人件費支出 871 実験補助 871 時給　1000円，年間時間数　871時間
（兼務職員） 実人数　1人

計 36,626

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,726 研究 2,726 検査料、解析

（その他） 1,994 論文発行 1,994 論文別刷、英文校正、学会参加登録費

印刷製本費
旅費交通費 6,350 研究旅費 6,350 学会発表など

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 25,556 研究 25,556 実験用薬品、文具等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 29,193 実験消耗品、文具 29,193 実験用品、薬品

通信運搬費
印刷製本費

光　熱　水　費

旅費交通費 3,329 研究旅費 3,329 学会発表など

報酬・委託料 3,787 研究 3,787 データ解析、検査料

（　その他　） 1,889 諸会費 1,889 学会参加費
計 38,198 38,198

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 645 実験補助 645 時給　1000円 年間時間数　645時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出
計 645 645

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

1,157

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 1,157 研究機器 1,157 フリーザー

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

計 1,157


